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1. 企画概要と参加状況 

1.1 企画の背景と規模 

2025 年 7 月 1 日、知的財産業界は 16 回目となる「弁理士の日記念ブログ企画」を迎えま
した。この企画は 2010 年から続く恒例イベントで、毎年 7 月 1 日の「弁理士の日」に合わ
せて知財関係者が一斉にブログ記事を投稿し、業界の盛り上がりを図ろうという趣旨で開
催されています。benrishikoza.com1 
今年のテーマは「生成 AI と知財業界」と設定され、37 の知財関係ブログ・メディアが参加
を表明しました。この参加規模は過去最大級であり、生成 AI が知財業界に与える影響への
関心の高さを物語っています。参加者には弁理士、特許翻訳者、知財コンサルタント、特許
事務所経営者、企業知財部門担当者など、業界の幅広い専門家が含まれています。 

1.2 テーマ設定の意義 

テーマ「生成 AI と知財業界」の選定背景として、企画主催者は以下のように説明していま
す： 
「日本弁理士会がいち早く『弁理士業務 AI 利活用ガイドライン』を公開しましたが、生成
AI はいま最もホットで、私たち知財関係者にとって無関係ではいられない話題です。
ChatGPT をはじめとした生成 AI は、明細書のドラフト、調査、翻訳、図面作成等あらゆる
知財関連業務に影響を及ぼしつつあります。『便利になった！』『ここが危ない』『使いこな
しのコツ』『人間の役割は？』などなど、職種やスタンスによって、見えている風景はきっ
と違うはず！」benrishikoza.com1 
この設定は、2025 年 4 月に日本弁理士会が公開した「弁理士業務 AI 利活用ガイドライン」
と時期的に連動しており、業界全体で AI 活用に関する議論が活発化している状況を反映し
ています。 
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2. 主要論点の分析 

2.1 人間と AI の役割分担論 

参加記事の中で最も頻繁に議論されたのは、人間と AI の適切な役割分担に関する論点でし
た。松山雄一郎氏は、Gemini AI との対話を通じて以下のような役割分担を提示していま
す： 
AI の強み： 

• 膨大なデータの高速処理・分析 
• パターン認識・異常検知 
• 定型的・反復作業の自動化 
• 多様な選択肢の網羅的な生成 
• 客観的データの提供 

人間の強み： 
• 創造性、独創性、ひらめき 
• 倫理的判断、社会性、文化理解 
• 複雑な状況判断、曖昧さへの対応 
• 交渉、コミュニケーション、人間関係構築 
• 法的解釈、戦略的思考、責任 

この分析は、「生成 AI は、人間の知財活動を代替するのではなく、あくまで人間の知的活動
を拡張し、支援する『賢いツール』として機能することで、より効率的で、より高度な知財
の創造、保護、活用が実現される」という結論に至っています。matsuyama-yuichiro.com2 

2.2 業務価値の再定義 

パテントまるわかり塾の記事では、生成 AI の普及により従来型の知財業務の価値が大幅に
変化していることが指摘されています。具体的には： 
「生成 AIの急速な普及により、知的財産業界、特に特許事務所も変革の波を迎えつつある。
ChatGPT やその他の生成 AI ツールが日常的に使われることで、従来型の「一般的な知財
法律相談」「定型的な代書業務」「淡々とした成果物の提供」といった業務の価値が減少して
いる。」patemarujyuku.com3 
この変化に対応するため、知財専門家は「責任の所在としての価値（意思決定の後押し）」
「柔軟性と人間性（人間らしい対応、外部パートナーとしての対応力）」「ブランド力の構築
（信頼性）」など、AI には代替できない価値の創造に注力する必要があると論じられていま
す。 

2.3 知財業界の構造変化認識 

https://matsuyama-yuichiro.com/archives/7442
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多くの記事で共通して指摘されているのは、生成 AI が単なる効率化ツールではなく、知財
業界の構造そのものを変革する可能性があるという認識です。この変化は「第 3 次 AI ブー
ム」や「生成 AI 革命」として位置づけられ、従来のビジネスモデルや価値提供方法の根本
的な見直しが求められています。 

3. 生成 AI 活用事例の整理 

3.1 特許翻訳分野での実践的活用 

特許翻訳者による具体的な活用事例として、以下の 3 つの主要用途が報告されています： 

3.1.1 コミュニケーション業務の効率化 「生成 AI を一番重宝しているのは、実はメー

ルの返信の作成かもしれません。英語のメールの返信をタイピングでやっていると、時間が
いくらあっても足りません。こういう庶務には、生成 AI を活用するに越したことはないと
思います。」jiyuugatanookite.com4 

3.1.2 技術理解支援 「ChatGPT には、明細書に出てきた、馴染みの浅い分野の用語の解

説などをしてもらうことは多くなりました。例えば、化合物の分析を行うにあたり、X 線回
折を使う方法が説明されている場合に、X 線回折とはなんぞや、ということを、ChatGPT
に聞いたりします。ChatGPT は親切なので、どんな原理か、ということを、ある程度スト
ーリーを持たせて説明してくれます。」jiyuugatanookite.com4 

3.1.3 専門翻訳への限定的適用 「私の場合、翻訳ソフトを使うよりも、生成 AI に翻訳

してもらうほうが便利な場合が（現時点では）1 つだけあって、そこでは、生成 AI を翻訳
自体に使っています。それは、『長い化合物の翻訳』です。」jiyuugatanookite.com4 

3.2 権利化業務での活用可能性 

複数の記事で、特許出願関連業務における AI 活用の可能性が論じられています： 

3.2.1 明細書作成支援 「特許明細書や出願書類のドラフト作成、要約、専門用語の提案

などを AI が支援。これにより、弁理士や知財担当者の作業負担を軽減し、より戦略的な業
務に集中できる。」 

3.2.2 特許調査の効率化 「AI が膨大な特許文献を高速で分析し、関連性の高い先行技術

を抽出。パターン認識により、人間では見落としがちな類似技術の発見も可能になる。」 

3.2.3 方式業務の自動化 「特に方式では AI 活用が進むと思いますし、補助業務は今ほど

https://jiyuugatanookite.com/patent/post-1815-1815.html
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人が必要ではなくなるかもしれません。」matsuyama-yuichiro.com2 

3.3 新規ビジネス機会の創出 

生成 AI 技術の進歩により、新たなビジネスチャンスも生まれています： 
「方式 AI アプリを作れば売れるかもしれません。一つ作ると、他の士業用のものも作れそ
うです。文書作成の AI にしてもそうです。特化したものなら売れそうです。プログラミン
グなんて作れない、と思ってもアプリの上流設計にかかわったり、なんならそれこそ AI に
書いてもらってもいいですよね。」matsuyama-yuichiro.com2 

4. 懸念点とリスク管理 

4.1 技術的リスク 

4.1.1 ハルシネーション問題 日本弁理士会のガイドラインでは、「現状の生成 AI には、

『ハルシネーション』と呼ばれる虚偽の情報をもっともらしい形で出力してしまう問題が
存在する」と明記されており、「AI の生成結果を十分に吟味することが重要である」と警告
しています。www.jpaa.or.jp5 

4.1.2 出力品質の不安定性 「生成 AI を利用して得られた生成物は、その正確性が保証

されたものではない。生成 AI から得られた生成物を活用する際には、弁理士としてその正
確性を確認する必要があり、最終的には弁理士が責任をもって提供するべきである。」
www.jpaa.or.jp5 

4.2 法的・倫理的リスク 

4.2.1 守秘義務違反のリスク 「弁理士は守秘義務（弁理士法第 30 条）を負っており、

外部事業者が提供する生成 AI に、秘密情報を入力する行為は、守秘義務に違反するおそれ
があり、また秘密保持契約を締結している場合には契約上の義務違反となるおそれがある。」
www.jpaa.or.jp5 
特許翻訳者の記事では、この点について実務的な対応策が示されています：「取引先との間
で『生成 AI の使用が禁止』と明言されている事項に対しては、生成 AI を使うべきではあ
りません。しかし一方で、公開公報や、外国書面出願のための翻訳書類の原文（Google patent
で検索してヒットする公報など）は、公開情報ですので、極端なことを言うと、『この文章
を翻訳して』という風に生成 AI を使うことは許容されるかと思います。」
jiyuugatanookite.com4 

https://matsuyama-yuichiro.com/archives/7442
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4.2.2 知的財産権侵害のリスク 「生成 AI による著作権侵害の可能性、他者の知的財産

権を侵害していないか確認が必要。」www.jpaa.or.jp5 

4.2.3 新規性喪失のリスク 「入力された情報が学習に利用される場合、営業秘密や非公

開情報の入力は避けるべきである。」www.jpaa.or.jp5 

4.3 業務・経営リスク 

4.3.1 競争力低下のリスク 「画一的な業務や差別化のないサービスは AI に取って代わ

られ、事務所の競争力低下の恐れがある。」patemarujyuku.com3 

4.3.2 専門性の空洞化 AI に依存しすぎることで、専門家としての判断力や創造性が衰え

る可能性が複数の記事で指摘されています。 

5. 今後の展望と業界への影響 

5.1 短期的展望（1-3 年） 

5.1.1 業務効率化の加速 「明細書の初稿作成や基本的な書類作成は自動化が進んでいく」

patemarujyuku.com3 ことで、知財専門家はより高度で戦略的な業務に集中できるようにな
ると予想されています。 

5.1.2 ツールの普及と標準化 クローズド型の AI システムの普及により、機密性を保ち

ながら AI を活用する環境が整備されると期待されています。 

5.2 中長期的展望（5-10 年） 

5.2.1 業界構造の変革  「今後 10～20 年で人間並みに考えられる AI」matsuyama-

yuichiro.com2 の登場可能性を踏まえ、知財業界の根本的な構造変化が予想されています。 

5.2.2 新たな価値創造の必要性 従来の定型業務が AI に置き換わることで、知財専門家

は「責任の所在」「複雑な意思決定の補助」「ブランド力」など、人間にしか担えない価値に
特化したサービスの提供が求められるようになります。 

5.3 業界全体への影響 

https://www.jpaa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2025/04/AIservices-guideline.pdf
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5.3.1 参入障壁の変化 AI ツールの普及により、従来は専門知識が必要だった一部の業務

が一般化される可能性があります。一方で、AI 出力の品質判断や戦略的活用にはより高度
な専門性が求められるようになります。 

5.3.2 人材要件の変化  「絶えず、アンテナを張っていないとくいっぱぐれる！」

matsuyama-yuichiro.com2 という指摘の通り、継続的な学習と適応能力がより重要になりま
す。 

6. 業界全体の関心傾向の分析 

6.1 関心の高い領域 

参加記事の分析から、以下の領域への関心が特に高いことが判明しました： 

6.1.1 実務レベルでの活用法 理論的な議論よりも、実際の業務でどのように AI を活用

できるかという実践的な関心が最も高く、具体的な使用例や注意点に関する記述が多く見
られました。 

6.1.2 リスク管理と法的課題 日本弁理士会のガイドラインの影響もあり、AI 活用に伴

う法的リスクや倫理的課題への関心が非常に高いことが確認されました。 

6.1.3 競争優位性の確保 AI 普及下での差別化要因や競争優位性の確保に関する議論が

多数見られ、業界全体が変革期における生存戦略を模索していることが伺えます。 

6.2 立場別の関心の違い 

6.2.1 実務者（特許翻訳者、弁理士） 実際の業務での活用事例や制約条件に関する具

体的な議論が中心となっており、効率化と品質維持のバランスに強い関心を示しています。 

6.2.2 経営者（特許事務所代表） 事業戦略や価値創造の観点から AI 活用を捉え、長期

的な競争優位性の確保に焦点を当てた議論が多く見られます。 

6.2.3 技術系専門家 AI 技術の進歩や新しいツールの可能性に関する議論が活発で、技術

的な側面からの分析が詳細に行われています。 

6.3 議論の深度と広がり 

https://matsuyama-yuichiro.com/archives/7442


37 の参加ブログという規模は過去最大級であり、これは生成 AI が知財業界に与える影響
への関心の高さを象徴しています。議論の内容も、表面的な技術紹介ではなく、実務への影
響や将来への懸念など、深い洞察に基づいた分析が多く見られました。 

7. 業界基準とガイドラインの影響 

7.1 日本弁理士会ガイドラインの位置づけ 

2025 年 4 月に公開された「弁理士業務 AI 利活用ガイドライン」は、多くの参加記事で参照
されており、業界全体の議論の基盤となっています。このガイドラインの存在により、個人
の経験や推測に基づく議論から、より体系的で責任ある議論へと質が向上していることが
確認できます。 

7.2 ガイドラインの主要な影響 

7.2.1 リスク認識の標準化 ハルシネーション、守秘義務違反、知的財産権侵害など、AI

活用に伴う主要なリスクが明確に整理され、業界全体で共通の認識が形成されています。 

7.2.2 活用範囲の明確化 「生成 AI は、文章や図表の作成、データ分析、提案の補助とい

った多様な業務で弁理士を支える強力なツールであり、生産性向上の可能性を秘めている」
www.jpaa.or.jp5 という位置づけにより、AI 活用の方向性が明確になっています。 

7.2.3 責任の所在の明確化 「AI が生成した結果を内容の検討・精査もせずに、そのまま

クライアントに提供することは、善管注意義務に違反する恐れがある」www.jpaa.or.jp5 と
いう指針により、専門家としての責任の重要性が再確認されています。 

8. 国際的な動向との比較 

8.1 米国での状況 

検索結果から確認できる限り、米国でも知財分野での AI 活用が活発化しており、日本と同
様の課題や機会が議論されています。特に、AI 発明の特許性や、AI が生成した著作物の権
利帰属などの法的課題が注目されています。 

8.2 欧州・アジア諸国での動向 

各国の特許事務所や企業知財部門でも AI 活用の検討が進んでおり、国際的な競争力の観点
からも、日本の知財業界が AI 活用を積極的に進める必要性が高まっています。 

https://www.jpaa.or.jp/cms/wp-content/uploads/2025/04/AIservices-guideline.pdf
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9. 技術革新と業界対応 

9.1 生成 AI 技術の進歩 

記事の中で言及されている通り、生成 AI 技術は「日進月歩で賢くなっており、特許文献の
理解力や分析精度は今後さらに高まる」状況にあります。この急速な技術進歩に対応するた
め、知財業界も継続的な学習と適応が求められています。 

9.2 業界のデジタル変革 

生成 AI の普及は、知財業界全体のデジタル変革（DX）を加速させています。従来の紙ベー
スや人力中心の業務から、デジタルツールを活用した効率的な業務への転換が進んでいま
す。 

10. 課題と解決策 

10.1 主要な課題 

10.1.1 品質管理の問題 AI 生成物の品質や正確性を担保するための仕組みづくりが急務

となっています。 

10.1.2 人材育成の必要性 AI 時代に適応できる知財専門家の育成が重要な課題として浮

上しています。 

10.1.3 倫理・法的課題の解決 AI 活用に伴う倫理的・法的課題の解決策の確立が求めら

れています。 

10.2 解決への取り組み 

10.2.1 業界団体の役割 日本弁理士会のガイドライン策定のように、業界団体が主導し

て AI 活用の指針を示すことが重要です。 

10.2.2 継続的な議論と情報共有 今回のブログ企画のような取り組みを通じて、業界全

体での知見共有と議論の深化が必要です。 

10.2.3 技術と法制度の調和 技術の進歩に合わせた法制度の整備や運用の見直しが求め

られています。 



11. 結論 

11.1 業界の現状認識 

「弁理士の日記念ブログ企画 2025」に参加した知財業界の専門家たちの議論から、以下の
現状認識が浮かび上がりました： 

1. 変革の必然性: 生成 AI の普及により、知財業界は否応なく変革の時代を迎えている 
2. 機会とリスクの両面性: AI 活用には大きな機会がある一方で、深刻なリスクも存在

する 
3. 人間の価値の再定義: AI に代替できない人間固有の価値の重要性が高まっている 
4. 継続的適応の必要性: 技術の急速な進歩に対応するため、継続的な学習と適応が不

可欠 

11.2 業界の関心傾向 

37 の参加ブログという過去最大規模の参加により、以下の関心傾向が明らかになりました： 
1. 実践的活用への高い関心: 理論よりも実際の業務での活用方法に強い関心 
2. リスク管理の重視: 法的・倫理的リスクへの高い関心と慎重な姿勢 
3. 競争優位性の模索: AI 時代における差別化要因の追求 
4. 長期的視点の重要性: 短期的な効率化だけでなく、長期的な価値創造への注目 

11.3 今後の展望 

知財業界は、生成 AI という技術革新を契機として、以下の方向性に向かうと予想されます： 
1. 業務の高度化: 定型業務の AI 化により、より戦略的で高度な業務への集中 
2. 新しいビジネスモデル: AI 活用を前提とした新たなサービスや価値提供方法の創出 
3. 専門性の深化: AI 時代においても代替されない、より深い専門性の追求 
4. 国際競争力の強化: グローバルな競争環境での AI 活用による競争優位性の確保 

11.4 業界への提言 

今回の分析を通じて、知財業界に対する以下の提言を行います： 
1. 積極的な AI 活用: リスクを適切に管理しながら、積極的に AI 技術を活用すべき 
2. 継続的な学習: 技術の進歩に対応するため、継続的な学習と適応能力の向上が必要 
3. 業界全体での協力: 個別の取り組みだけでなく、業界全体での知見共有と協力が重

要 
4. 法制度の整備: 技術の進歩に合わせた法制度や運用の見直しが急務 

11.5 最終的な評価 



「弁理士の日記念ブログ企画 2025」は、知財業界が直面する生成 AI 時代の課題と機会を包
括的に議論する貴重な機会となりました。37 の参加ブログによる多角的な議論は、業界全
体の関心の高さと真剣さを示すものであり、今後の業界発展の基盤となる重要な知見を提
供しています。 
生成 AI と知財業界の関係は、単なる技術導入の問題を超えて、業界の存在価値や将来性を
問う根本的な課題として捉えられています。この認識に基づいて、業界全体が一丸となって
変革に取り組むことが、持続可能な発展の鍵となるでしょう。 
「知のチカラで、一歩前へ。」patemarujyuku.com3 という言葉に象徴されるように、知財業
界は変化を恐れず、新しい時代の要請に応えていく意志を示しています。この取り組みが、
日本の知的財産制度の発展と国際競争力の向上に寄与することを期待します。 

 
本レポートは、2025 年 7 月 1 日に実施された「弁理士の日記念ブログ企画 2025」の参加記
事および関連資料の分析に基づいて作成されました。記事の内容は各著者の見解であり、業
界全体の統一見解を示すものではありませんが、知財業界の現状認識と今後の方向性を理
解する上で貴重な資料となっています。 

 
Appendix: Supplementary Video Resources 

 
連携セミナー「特許 3.0 生成 AI による知財業務の変革」 
Feb 17, 2024 

 
知財業界のリモートワークと無料情報 vs 有料情報 2024ー生成 ... 
Oct 20, 2024 

 
【ちょこっと INPIT】Part.2 ～生成 AI で特許を読む？～ 
Apr 17, 2025 
もっと詳しく 
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patemarujyuku.com 
 
4 
jiyuugatanookite.com 
 
5 
www.jpaa.or.jp 
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